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2017年11月10日 あの時『積立投資』を始めていたら・・・1997年から編 
2017年06月26日 『積立投資』～投資の3大“ない”をこれで解決～  

2018年1月10日 

（No.2,237） 
〈マーケットレポートNo.5,809〉 

 「積立投資」では、毎月一定額を積立てます。このメリット

は、価格が上昇すれば上昇分が利益となるだけではなく、

価格下落時にはより多くの口数を購入しながら、将来の

値上がり局面に備えることができるという点が挙げられます。

このため、いつからでも始められます。「積立投資」では、

日々の値動きに捉われず、より長期の投資期間で対応す

ることができます。 

『つみたてNISA』、いよいよスタート 

 『つみたてNISA』では、NISA口座以外では20.315％の課税となる値上がり益や分配金が、年間40万円

の投資額まで非課税になります。非課税保有期間は最長20年間で、最大累積投資額は800万円となり

ます。『つみたてNISA』では、あらかじめ決めたタイミングで自動買付を行います。積み立てた資金は途中で

引き出すことも可能です。毎月積み立てる場合は、月々約33,000円が上限金額となります。 

 投資対象は、長期積立に適していると判断される、一定の要件を満たした投資信託と上場投資信託

（ETF）に限定されています。この要件には、販売手数料が無料、信託報酬が一定の水準以下、毎月分

配型ではないこと、などがあります。 

『つみたてNISA』が2018年1月よりスタート 
年間40万円・最長20年間、最大累積投資額800万円まで非課税投資が可能 

自分に適した税制優遇制度を選択して、将来に備える資産形成を 

「積立投資」のメリットとは？ 
日々の値動きに捉われず、より長期の投資を 

 『つみたてNISA』と他の税制優遇制度を比較してみます。例えば、一般NISAは年間の投資枠が120万

円、期間最長5年であることと比較すると、『つみたてNISA』は年間ではより少額ながらも長い期間にわたっ

て非課税枠を利用したい方に適しています。なお、『つみたてNISA』と一般NISAは同時に利用できません。

また、税制優遇が受けられる制度には、個人型確定拠出年金制度（愛称：iDeCo、イデコ）があります

が、こちらは積立時や受取時にも所得控除等を受けることができる一方、原則60歳まで引き出しができま

せん。どの制度が自分に適しているのかを比較・検討し、将来に備えた資産形成に活用することが大切です。 

2018年1月から『つみたてNISA（少額投資非課税制度）』がスタートしました。『つみたてNISA』は、これま

での一般NISA、ジュニアNISAに続く新たな制度で、「積立投資」の特徴を活かして、少額でもより長期に非

課税枠を利用することができるようになっています。新しい年の始まりに、『つみたてNISA』をはじめとする税制優

遇制度の中から自分に適した制度を比較・検討し、将来に備えた資産形成を考えてみてはいかがでしょうか？ 

・年間40万円の投資額まで、 
 値上がり益や分配金が 
 非課税。 
・最長20年間、投資が可能。 
・一定の要件を満たした 
 投資信託とETFが対象。 
              など 

つみたてNISA 

2018年1月
スタート！ 

（注）2018年1月9日現在。 
    上記は将来変更される場合があります。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key170626jp.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key171110jp.html

